
平成２８年積丹町成人式

　
１
月
10
日
、
平
成
28
年
積
丹
町
成
人
式
が
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
、
華
や
か
な
振

り
袖
や
羽
織
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
姿
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
20
人
（
出
席
12
人
）
の
新
た
な
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
松
井
町
長
や
佐
藤
議

長
、
十そ

ご

う河
教
育
長
ら
に
握
手
で
迎
え
ら
れ
な
が

ら
入
場
し
、
一
人
ひ
と
り
の
紹
介
の
後
、
圡
井

教
育
委
員
長
の
式
辞
（
郷
六
憲
子
委
員
代
読
）、

町
長
と
議
長
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
ま
し

た
。

　
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
大
保
優
真
さ
ん

（
美
国
町
・
写
真
右
下
）
が
記
念
品
を
受
け
取
り
、

川
崎
翼
さ
ん
（
美
国
町
）
と
大
保
真
美
さ
ん
（
美

国
町
・
写
真
左
下
）
が
壇
上
で
、「
こ
の
日
を
迎

え
ら
れ
た
感
動
と
喜
び
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

生
か
し
、
歴
史
あ
る
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
若

い
力
と
情
熱
に
よ
り
、
限
り
な
い
可
能
性
に
向

け
力
強
く
歩
ん
で
い
き
ま
す
。」
と
新
成
人
と

し
て
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
は
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
２
０
１
６

年
積
丹
町
応
援
大
使
に
決
定
し
た
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
鍵
谷
・
中
村
両
選
手
か
ら

の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
た
ほ
か
、
千
歳

市
か
ら
駆
け
付
け
た
中
学
校
卒
業
時
担
任
の
吉

村
晋
悟
先
生
（
写
真
上
・
前
列
右
か
ら
一
人
目
）
が
、

新
成
人
一
人
ひ
と
り
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
、
会
場
は
笑
い
と
歓
声
に
包
ま
れ
、
和
や
か

に
進
行
し
ま
し
た
。

　
町
内
外
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
新
成
人
の

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

【
後
志
地
方
支
部
長
表
彰
】

元 

団
本
部 

副
団
長

　
佐
々
木

　
宏 

さ
ん
（
美
国
町
）

元 

第
４
分
団 

分
団
長

　
中
村

　
重
昭 

さ
ん
（
日
司
町
）

元 

第
５
分
団 

分
団
長

　
白
川

　
幸
治 

さ
ん
（
日
司
町
）

【
功
績
章
】

第
２
分
団 

分
団
長

　
富
士
谷 

哲
朗 

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

第
４
分
団 

副
分
団
長

　
山
野

　
博
行 

さ
ん
（
日
司
町
）

【
30
年
勤
続
表
彰
】

第
５
分
団 

部
長

　

　
郷
六

　
光
幸 

さ
ん
（
野
塚
町
）

第
７
分
団 

部
長

　
伊
勢
田
　
敏
夫 

さ
ん
（
余
別
町
）

第
１
分
団 

班
長

　
別
所
　
範
一 

さ
ん
（
美
国
町
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

団
本
部 

副
団
長

　
佐
藤
　
晃 

さ
ん
（
美
国
町
）

第
３
分
団 

団
員

　
小
原
　
和
也 

さ
ん
（
入
舸
町
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

第
３
分
団 

団
員

　

　
竹
谷
　
雅
一 

さ
ん
（
入
舸
町
）

■
北
海
道
知
事
表
彰

【
20
年
勤
続
表
彰
】

第
６
分
団 

団
員

　
柏
崎
　
弘
勝 

さ
ん
（
来
岸
町
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

第
１
分
団 

団
員

　
成
田

　
大
介 

さ
ん
（
美
国
町
）

第
３
分
団 

団
員

　
竹
谷

　
雅
一 

さ
ん
（
入
舸
町
）

■
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

【
30
年
勤
続
表
彰
】

第
５
分
団 

部
長

　
郷
六

　
光
幸 

さ
ん
（
野
塚
町
）

第
７
分
団 

部
長

　
伊
勢
田

　
敏
夫 

さ
ん
（
余
別
町
）

第
１
分
団 

班
長

　
別
所

　
範
一 

さ
ん
（
美
国
町
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

団
本
部 

副
団
長

　
佐
藤
　
晃 

さ
ん
（
美
国
町
）

第
３
分
団 

団
員

　
小
原
　
和
也 

さ
ん
（
入
舸
町
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

第
３
分
団 

団
員

　
竹
谷
　
雅
一 

さ
ん
（
入
舸
町
）

■
積
丹
消
防
団
団
長
表
彰

【
個
人
表
彰
】

余
別
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ 

会
長

　
山
本
　
ゆ
み 

さ
ん

美
国
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ 

会
計

　
田
代

　
弘
子 

さ
ん

地域の防災に新たな決意

積丹消防団出初式が挙行
　

平
成
28
年
積
丹
消
防
団
出
初
式
が
、
１
月
７

日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
に
よ
り
団
員
を
招

集
。
美
国
神
社
で
消
防
団
長
や
各
分
団
長
ら
に

よ
る
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
制
服

や
半
纏
に
身
を
包
ん
だ
勇
ま
し
い
装
い
の
団
員

や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
な
ど
が
出
席
し
ま
し

た
。　
　

　

式
典
で
は
今
井
諭
積
丹
消
防
団
長
が
「
防
災

の
第
一
線
に
あ
る
我
々
は
、
地
域
住
民
の
安
全

確
保
の
た
め
、
い
か
な
る
災
害
に
も
屈
し
な
い

体
制
・
力
を
整
え
て
お
く
決
意
と
行
動
力
が
大

切
で
す
。
消
防
職
員
、
団
員
に
お
か
れ
ま
し
て

は
消
防
の
使
命
を
再
認
識
さ
れ
、
新
た
な
決

意
を
も
っ
て
精
進
下
さ
る
こ
と
を
切
望
し
ま

す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、
出
席
者
は
、

地
域
防
災
の
要
を
担
う
消
防
団
員
と
し
て
町

民
か
ら
か
か
る
期
待
の
大
き
さ
を
再
認
識

し
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
人
と
し
て
精

励
さ
れ
た
方
々
の
功
績
に
対
す
る
道
知
事
や

道
消
防
協
会
な
ど
か
ら
の
表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
郷
土
が
誇
る
消
防
団
」
と
し
て
消
火
活

動
の
み
な
ら
ず
自
然
災
害
対
応
な
ど
幅
広
い

役
割
を
担
う
団
員
の
皆
さ
ん
の
更
な
る
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

役
割
を
担
う
団
員
の
皆
さ
ん
の
更
な
る
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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